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出血傾向の原因と症状 

症候　　　　血液凝固異常　　血小板集掛 

血書井♯ 
点状出血（匹t06h叫　　まれ　　　　　特徽的 

（径2mm以下） 

斑状出血occhymo細　　い　　　　　　的 

（大きいが少数）（小さく多発） 

小切飼からの持続的出血少ない　　　　多い 

深部血t（筋肉など）　特徴的　　　　まれ 

関節内出血　　　　　特貴的　　　　まれ 

後出血（こうしゆつけつ）　　多い　　　　　まれ 

男女比　　　　　　　遺伝性の80・　女性にやや多い 

90％は男性 
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は伴性劣性遺伝

惚哲琴lす℡

XJlnbdなので，出血症状を量する
「患者」はほとんど男性である机

保田者の女性は同等に存在する．
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DIC発症機序と治療のターゲット

桓］十重垂頭重］→警固
1　　　　　　　　　1

フイプリン血栓の持続 出血傾向

5

図1出血傾向のスクリーニング検査

了→棚二簸1
－－一正欄一一一一→出血時間・・・→正常

＼＼、＼・、

血小板■触1常症，lⅦ

血小板数－正常→出血時間→正常一・rTAm　フイブリノゲン碧性催

it　掛＿＿濃厚轟傭／

廷轟＋凛欄仁＿→外8慕＃同人驚

正常　址t－戚為慕よ聞入常

正常　正常－．→線鴻・血管系の■嘗

XlH田子欠損

仙－用lE脚靭→講荏蓋憲紬飢どの用

播種性血管内凝固症候群
（disseminatedintravaSCularcoagulation

Syndrome；DIC）

種々の原因により凝同系が活性化され、全身の主と
して細小血管内にフイブリン血栓を多発し、それに基づ
く虚血性臓器障害をきたす症候群。

血栓の形成に凝固日子や血小板が消費されてそれら
が低下し、二次線溶完進も加わり、しばしば出血傾向
がみられる。感染症、悪性腫瘍、産科的合併症など基
礎疾患が必ず存在する。
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